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令和５年度                   特別活動全体計画 

東久留米市立第三小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級活動 児童会活動 クラブ活動 学校行事 

【指導の重点】 

望ましい人間関係を形成し、集団の

一員として学級や学校生活づくりに
参画し、諸問題を解決しようとする自
主的、実践的な態度や資質・能力の育

成を目指す。 

【指導の重点】 

望ましい人間関係を形成し、集団の

一員としてよりよい学校生活づくり
に参画し、協力して諸問題を解決しよ
うとする自主的、実践的な態度を育て

る。 

【指導の重点】 

望ましい人間関係を形成し、個性の

伸長を図り、集団の一員として協力し
てよりよいクラブづくりに参画しよ
うとする自主的、実践的な態度を育て

る。 

【指導の重点】 

望ましい人間関係を形成し、集団へ

の所属感や連帯感を深め、公共の精神
を養い、協力してよりよい学校生活を
築こうとする自主的、実践的な態度を

育てる。 

（１）学級や学校の生活づくりへの 

参画 
○生活上の諸問題の解決 
○学級内の組織づくりや仕事

の分担処理 
○学校内における多様な集団
生活の向上 

○豊かな人間性や社会性を育
むためのなかよし班活動 

（２）日常の生活や学習への適応と自

己の成長及び健康安全 
○基本的な生活習慣の形成 
○望ましい人間関係の育成 

○清掃等の当番活動等の役割
と働くことの意義の理解 

○学校図書館の利用    

○心身共に健康で安全な生活
態度の形成 

○食育の観点を踏まえた学校

給食と望ましい食習慣の形
成 

（３）一人一人のキャリア形成と自己

実現        
○希望や目標をもって生きる
意欲の形成 

○社会参画意識の醸成 
○主体的学習態度の形成 

(１) 児童会の計画や運営 

○児童会・代表委員会活動 

〔４年生以上の代表委員〕 

〇１年生を迎える会 

○三小まつり 

〇ユニセフ募金 

〇６年生を送る会 

○人権集会 

(２) 異年令集団による交流 

○児童集会 

○委員会発表集会 

○音楽集会 

○体育集会 

○なかよし班集会（活動） 

(３) 学校行事への協力 

〇運動会スローガン作り 

 

（１）クラブ活動の計画や運営 

○クラブ活動 

〔４年生以上〕 

○原則として毎月曜日６校時 

（２）希望クラブ調査、新設クラブ募

集 

（３）クラブ決定 

（４）所属クラブ決定 

（５）年間活動計画 

○目標、活動内容等の話合い 

○月別活動計画の作成 

（６）実践活動 

（７）クラブ見学〔３年生〕 

（８）クラブ発表集会 

（１）儀式的行事 

〇始業式 

〇入学式〔１・６年〕 

〇離任式〔２～６年〕 

〇終業式 

〇修了式 

〇卒業式〔５・６年〕 

（２）文化的行事 

〇学習発表会 

〇芸術鑑賞教室 

〇連合音楽会〔５年〕 

（３）健康安全・体育的行事 

〇健康診断 

〇運動会 

〇避難訓練  

〇交通安全教室 

○セーフティ教室 

（４）遠足・集団宿泊的行事 

〇遠足  

〇移動教室〔６年〕 

〇社会科見学〔３～６年〕 

（５）勤労生産・奉仕的行事 

〇大掃除 

〇運動会、学習発表会準備 

〔５・６年〕 

○日本国憲法 
○教育基本法 
○学校教育法 
○学習指導要領 
○都・市教育委員会教育目標や方針 

教育目標 
個性豊かで創造性に富み、国際社会に信頼される日本人を育てるた

め、次のような教育目標を立て、教育活動全体を通して目標の達成に努
める。 

◎よく考える子 ○なかよくする子 ○元気のよい子 

よりよい学校教育を通じてより

よい社会を創るという目標を学校
と社会が共有し，連携・協働しなが
ら，新しい時代に求められる資質・

能力を子供たちに育む「社会に開か
れた教育課程」の実現を目指す。 

各教科の指導の重点 
○児童一人一人に「わかる・でき
る」喜びや楽しさを味わわせる
ため、課題や習熟度に応じた個
別学習やグループ学習等を工夫
したり、ＴＴや少人数指導を工
夫したりする。 

○コミュニケーション能力や国際
感覚を育成するためにＡＬＴや
学校ボランティアを活用した外
国の人々や言語、文化と接する
ことができる学習を充実する。 

総合的な学習の時間 
○学級園での勤労生産的学習を一
層充実させる。 

○高齢者や障害のある方々との関
わりや、主体的・創造的に行事
に取り組むことを通して、自己
の生き方や他との関わり方を考
えさせる。 

○総合的な学習の時間と各教科の
関連を図り、各教科で培った学
力を十分に生かしながら学習活
動を進める。 

特別活動の目標 
集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動

に自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団

や自己の生活上の課題を解決する事を通して、よりよい人間関係を形成

する力・社会参画の力・自己実現の力を育成することを目指す。 

道徳の指導の重点 
児童の内面に根ざした道徳性を

育成するため、生きる上で基盤と
なる道徳的価値観の形成を図る指
導を徹底するとともに、自己の生
き方についての指導を充実させ、
全教育活動に計画的に取り入れ
る。 

家庭・地域との連携 
○学校の教育方針、目指す児童像

の周知 

○学校、学年だより 

○授業参観、保護者会 

○地域活動への協力、参加 

○地域の文化、自然、人材の活用 

特別活動の指導の重点 
○一人一人の能力や適正に合った活動の場を与え、充実感や達成感を味

わうことを通して、自己肯定感や主体性を育て、個性の伸長を図る。 

○様々な活動・学校行事等を通して、協調性を育て連帯感を実感させな

がら、集団の一員としての自覚を高め、豊かな人間関係の確立に努める。 


